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討
　
討
　
　

論 
討
　
　

論 
会
派
の
構
成
人
数
に
よ
り
文
字
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

２３

第
２
回
定
例
会

　
　
　

・
大
阪
府
高
石
市
議
会
視
察

２４

来
訪

　
　
　

・
北
海
道
岩
見
沢
市
議
会
視

察
来
訪

　
　
　

・
関
東
市
議
会
議
長
会
第
１

２５

回
理
事
会
…
茨
城
県
水
戸

市

　
　
　

・
厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議

会
要
請
活
動
…
防
衛
省
、

外
務
省

　

／
１
・
宮
城
県
蔵
王
町
議
会
視
察

１１

来
訪

　
　

２
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

５
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
関
東
部
会
総
会
…

東
京
都
福
生
市

　
　
　

・
自
民
党
・
い
さ
ま
行
政
視

察
…
富
山
県
富
山
市
、
石

川
県
か
ほ
く
市
、七
尾
市
、

小
松
市
（
〜
７
）

　
　

７
・
全
国
市
議
会
議
長
会
第
１

０
５
回
評
議
員
会
…
東
京

都
千
代
田
区

　
　

９
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

１２

協
議
会
第　

回
理
事
会
…

９２

東
京
都
千
代
田
区

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究

１４

フ
ォ
ー
ラ
ム
…
栃
木
県
宇

都
宮
市
（
〜　

）
１５

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

下
水
道
使
用
料　

ま
た
値
上
げ

債
務
の
返
済
を
市
民
に
押
し
つ
け
る
な

公
明
党
（
上
沢　

本
尚 
議
員
）

中
長
期
の
展
望
に
立
っ
た
市
政
運
営
を
評
価

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

一
般
会
計
補
助
金
削
減
の
た
め
の

下
水
道
使
用
料
値
上
げ
に
反
対

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
加
藤　

陽
子 
議
員
）

主
要
農
作
物
種
子
法
に
代
わ
る
公
共
品
種
を

守
る
新
し
い
法
律
を
求
め
る
陳
情
に
賛
成
！

ざ
ま
明
進
会
（
佐
藤　

弥
斗 
議
員
）

人
命
優
先
の
対
応
を
高
く
評
価

　

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

緑
地
保
全
に
逆
行

工
場
立
地
に
関
す
る
条
例
に
反
対

ざ
ま
大
志
会
（
沖
本　

浩
二 
議
員
）

県
に
対
す
る
積
極
的
な
働
き
か
け
と

計
画
的
な
事
業
執
行
を
評
価

自
民
党
・
い
さ
ま
（
竹
田　

陽
介 
議
員
）

福
祉
施
策
が
全
国
で
高
い
評
価

「
チ
ー
ム
座
間
」の
実
績
と
し
て
賛
意
表
す

　

下
水
道
事
業
会
計
の
独
立
採
算

制
へ
の
移
行
に
際
し
て
は
、
性
急

に
使
用
料
値
上
げ
と
い
う
形
で
市

民
へ
の
負
担
を
強
化
す
る
の
で
は

な
く
、
当
面
の
間
は
都
市
計
画
税

を
財
源
と
し
た
一
般
会
計
か
ら
の

補
助
金
か
、
地
方
公
営
企
業
法
に

基
づ
く
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
ま

た
は
長
期
貸
付
に
よ
り
、
資
金
不

足
を
補
う
べ
き
で
す
。

　

平
成　

年
度
座
間
市
一
般
会
計

２９

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
は
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
自
立
相

談
支
援
事
業
、
住
居
確
保
給
付
金

の
支
給
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
事

業
、
家
計
相
談
支
援
事
業
に
就
労

準
備
支
援
事
業
を
加
え
、
支
援
体

制
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。　

　

新
規
相
談
件
数
４
１
２
件
、
プ

ラ
ン
作
成
件
数
１
２
４
件
、
新
規

就
労
決
定
者
数
１
５
１
名
の
実
績

を
上
げ
、
厚
生
労
働
省
の
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
全
国
担
当
者

会
議
の
資
料
に
、
優
良
自
治
体
と

し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
、

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
、
専
門
誌
、

テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
る
な
ど
、

注
目
を
浴
び
た
本
市
の
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
一

人
一
人
の
相
談
に
向
き
合
い
な
が

ら
地
域
の
取
り
組
み
と
と
も
に
育

ん
で
き
た
「
チ
ー
ム
座
間
」
の
す

ば
ら
し
い
実
績
と
し
て
、
大
い
に

評
価
し
ま
す
。

　

次
に
、
平
成　

年
度
座
間
市
国

２９

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
第

２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
及
び
第

３
期
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画

を
一
体
的
に
し
た
座
間
市
国
民
健

康
保
険
保
健
事
業
実
施
計
画
を
策

定
し
、
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
本

市
の
健
康
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
目
指
す
目
的
を
設
定
し
、

そ
の
達
成
の
た
め
に
特
定
健
康
診

査
受
診
率
向
上
対
策
、
特
定
保
健

指
導
利
用
率
・
実
施
率
向
上
対
策
、

重
症
化
予
防
対
策
、
が
ん
検
診
受

診
率
向
上
対
策
の
四
つ
の
対
策
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
関
係
機

関
と
も
連
携
し
、
総
合
的
な
保
健

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
被
保

険
者
の
生
活
の
質
の
維
持
及
び
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組

み
、
医
療
費
の
増
加
抑
制
に
努
め

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
第
２
期
座
間

２９

市
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
健
全

化
計
画
の
中
間
年
度
で
あ
り
、
財

政
健
全
化
に
向
け
た
重
点
取
り
組

み
事
項
に
基
づ
き
、
国
民
健
康
保

　

座
間
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
反
対
の
討
論
を

行
い
ま
す
。
本
議
案
は
、
来
年
度

か
ら
一
般
汚
水
の
基
本
使
用
料
を

８
１
５
円
か
ら
８
９
５
円
に
値
上

げ
、
従
量
使
用
料
も
増
額
し
て
平

均
改
定
率
９
・　

％
の
値
上
げ
と

８１

い
う
内
容
で
す
。
公
共
下
水
道
事

業
会
計
は
独
立
採
算
制
で
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
削
減
す
る
方

向
で
す
が
、
下
水
道
使
用
料
を
値

上
げ
し
た
分
が
雨
水
の
整
備
率
向

上
な
ど
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な

く
、
一
般
会
計
決
算
や
財
政
調
整

基
金
残
高
か
ら
す
れ
ば
、
２
０
１

７
年
度
決
算
で
約
１
億
６
千
万
円

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
削

減
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

市
民
生
活
が
大
変
な
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
下
水
道
使
用
料
は
２
０

１
６
年
度
に
平
均
改
定
率　

・　
１６

０２

％
と
大
幅
な
値
上
げ
を
し
、
今
回

は
そ
れ
に
次
ぐ
住
民
負
担
増
で
あ

り
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

５３

２９

間
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
、
当
該
年
度
の
決

算
は
、
歳
入
総
額
４
３
６
億
９
２

８
８
万
９
６
７
０
円
で
前
年
度
比

５
・
６
％
の
増
、
歳
出
総
額
は
４

２
４
億
９
７
７
２
万
５
４
７
１
円

で
前
年
度
比
５
・
５
％
増
と
な
り
、

過
去
最
高
の
決
算
額
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
年
度
末
の
財
政
調
整

基
金
の
残
高
は
、
前
年
度
に
比
べ

て　

億
７
１
２
８
万
２
千
円
増
の

１１

　

億
６
０
５
４
万
７
千
円
で
過
去

２１最
高
と
な
り
、
年
度
間
の
財
源
調

整
や
災
害
発
生
等
、
不
測
の
事
態

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
地
５
・
４

ヘ
ク
タ
ー
ル
内
に
座
間
総
合
病
院

を
誘
致
し
た
こ
と
で
、
救
急
医
療

体
制
の
充
実
に
加
え
て
、
固
定
資

産
税
、
償
却
資
産
税
な
ど
、
安
定

し
た
市
税
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
返
還
地
に
は
、
消

防
庁
舎
が
移
転
、
新
設
さ
れ
、
基

地
返
還
地
を
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
と
り
で
と
し
た
こ
と
は
、

中
長
期
の
展
望
に
立
ち
、
着
実
に

布
石
を
打
ち
、
粘
り
強
く
取
り
組

ん
だ
一
大
事
業
で
あ
り
、
全
国
の

先
駆
け
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
高
く

評
価
し
、本
議
案
に
賛
成
し
ま
す
。

　

主
要
農
作
物
種
子
法
の
制
定
に

よ
り
、
国
や
都
道
府
県
が
予
算
化

し
、
地
域
に
合
っ
た
多
様
な
優
良

品
種
を
公
共
品
種
と
し
て
生
産
、

普
及
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
国

の
自
由
化
推
進
の
中
で
種
子
法
が

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
に
よ
る
種
の
支
配
が
危
ぶ

ま
れ
る
中
、
自
給
力
の
向
上
が
重

要
で
あ
り
陳
情
に
賛
成
し
ま
す
。

　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
補
助

事
業
費
は
、
一
般
道
路
に
面
し
て

い
て
、
倒
壊
や
転
倒
の
危
険
性
が

あ
る
高
さ　

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

６０

上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
に

対
し
、
通
学
路
で
は
費
用
の
４
分

の
３
、
補
助
限
度
額　

万
円
、
そ

１５

の
他
の
道
路
で
は
２
分
の
１
、
補

助
限
度
額　

万
円
を
補
助
す
る
た

１０

め
の
費
用
で
す
。
補
助
制
度
創
設

後
は
、
生
け
垣
設
置
奨
励
金
な
ど

と
あ
わ
せ
て
周
知
を
図
る
と
の
こ

と
で
す
。
大
阪
北
部
地
震
で
の
事

故
を
受
け
て
の
迅
速
な
対
応
で
あ

り
、
人
命
を
最
優
先
に
考
え
る
真

摯
な
姿
勢
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

座
間
市
工
場
立
地
法
第
４
条
の

２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
準
則
を

定
め
る
条
例
は
、
製
造
業
を
集
約

す
べ
き
用
途
地
域
に
つ
い
て
既
存

の
緑
地
等
を
確
保
し
つ
つ
、
今
ま

で
の
基
準
よ
り
低
く
す
る
と
の
説

明
に
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
の
県
準
則
と
同
程
度
に
定
め

な
け
れ
ば
現
状
を
維
持
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
反
対
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
座
間
市
一
般
会
計

２９

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

当
該
年
度
の
新
規
事
業
で
あ
る
地

下
水
総
合
調
査
事
業
の
成
果
と
し

て
、
市
域
全
体
の
地
下
水
位
の
変

動
を
把
握
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体

制
の
構
築
や
湧
水
量
調
査
の
地
点

を
選
定
し
調
査
を
実
施
し
た
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

事
業
は
第
３
期
か
な
が
わ
水
源
環

境
保
全
・
再
生
実
行
５
か
年
計
画

に
よ
り
、
事
業
費
の
全
額
を
県
の

補
助
金
で
賄
う
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
県
に
対
す
る
積
極
的
な
働
き

か
け
や
、
計
画
的
な
事
業
執
行
を

高
く
評
価
し
、賛
意
を
表
し
ま
す
。

険
事
業
全
体
と
し
て
、
従
来
か
ら

の
事
業
や
取
り
組
み
の
継
続
と
強

化
を
図
り
、
さ
ら
な
る
結
果
を
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
対
策
へ

の
新
し
い
取
り
組
み
の
開
始
な
ど

を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
事

業
が
的
確
、
適
正
に
執
行
さ
れ
た

も
の
と
し
て
賛
意
を
表
し
ま
す
。


